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台湾におけるムスリム移民コミュニティの変容と	
宗教空間の再編に関する人類学的研究

高橋　萌

1.　はじめに
本研究の目的は，20万人以上のインドネシア人ケア労働者を受け入れる台湾を事例に，住み込みで

働くインドネシア人女性労働者たちによる宗教実践の在り方を考察する。
社会学・人類学におけるケア労働者に関する研究は，先進諸国がケアレジームの維持を目的に安価な

労働力を海外から輸入するという不均衡な国際的分業体制に警鐘を鳴らし，その移住過程における問題
や雇用主との関係をめぐる交渉や抵抗，社会運動の香港における展開［Constable	2007］,	台湾で働く
ケア労働者の移住経験がもたらすアイデンティティの変容［藍	2002］に着目した研究，雇用主と労働
者との抑圧的な権力関係のもとで，シンガポールで働くケア労働者が行う弱者の抵抗様式［Scott	1985］
を記述したものなどがある［上野	2009］。近年の研究では，ケア労働者による家族との親密圏の構築，
友人とのつながりの維持，ケア労働者と雇用主との関係を調停しうるものとして，携帯電話やスマート
フォンなどの個人で携帯可能な「小型化されたモビリティーズ［アーリ	2010＝2016］」が注目されてい
る［藍	2008： 237–243;	上野	2011］。さらに，携帯電話を獲得することがもたらすケア労働者たちのア
イデンティティへの影響	［上野	2011:	143–147］についても議論を展開している。しかし，本研究が示
すように，彼女たちがデジタル技術を通じて行う実践は家内空間における雇用主との関係の組み替え
や，家族や友人とのネットワーク形成を通じた親密性をめぐる交渉のみではなく，イスラームの礼拝や
説教をも含みこむ。そこで，本研究では，インドネシア人ムスリムのケア労働者たちが仕事の合間に参
加するサイバー空間を介したイスラーム勉強会のあり方に注目する。

2.　研究目的と調査方法
2019年6月から2020年12月までの間，断続的に行った台湾でのフィールドワーク，インタビューに

基づく。インドネシア・イスラーム団体での参与観察，ケア労働者やケア労働者を雇用する雇用主への
断続的なインタビュー調査を実施した。本報告はその成果の一部である。

3.　調査結果
3-1.　変容する高齢者介護の現場とスマートフォン

台湾では介護施設の設置に対する法律の規制が強く，高齢者介護のほとんどが在宅で行われる。筆者
が対象とするインフォーマントの家庭は高齢者介護のためにケア労働者を雇っている場合が多い。住み
込みで働くケア労働者たちが携帯電話でインドネシア語やジャワ語で話す様子は住宅地や高層マンショ
ンの広場などを中心として幅広く見受けられる。高齢者の散歩や歩行のリハビリに付き添うために屋外
に出ている間，携帯電話で友人と通話を楽しむのである。以前はケア労働者たちが同胞と結託して雇用
先から脱走してしまうことを防ぐため，雇用主が同胞との連絡手段である携帯電話を取り上げてしまう
こともしばしばあったが，現在ではほとんどのケア労働者が自分の携帯電話を所持している。その背景
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には，近年ケア労働の中心が高齢者介護に絞られつつあること，対応が難しい高齢者介護の仕事を押し
付け，行動を束縛すれば，住み込み先を変えられる可能性が以前より高まっていることと関係してい
る。少しでも長く働き続けてもらうために労働者の行動の自由を許容範囲内で認めるようになってい
る。ケア労働者を家庭に雇い入れて10年以上が経つという女性の家では，毎日のようにケア労働者が
携帯電話で連絡を取り合っているという。このように，高齢化によるケア需要の高まりはケア労働者と
雇用主との関係を変えつつある。

3-2.　「聴く」という行為を通じた倫理観の教化を目的としたイスラーム勉強会
ケア労働者たちが直面するケア労働の困難さは雇用主との関係だけではなく，仕事内容それ自体にも

起因する。労働環境の苦しさから，脱走する労働者も後を絶たない。この状況を改善するために，支援
活動や自助活動を展開しているのはイスラーム系の団体である。しかし，その活動の中心は台湾にすで
に存在するモスクでは行われず，台北市内に設けられた事務所，主要都市の駅前，そしてインターネッ
ト上を中心に展開されている。台湾の主要都市にあるモスクには，インドネシア人ムスリムを中心に，
サウジアラビアやモロッコなどのイスラーム諸国からの移民が集まるが，その大半は留学生や高学歴を
有する移民とその家族であり，ケア労働者が台湾の既存のモスクに足を運ぶことはほとんど見受けられ
ない。他方，近年，インドネシア人が建設したモスクが漁港付近に2つ，工場地帯に1つ建設されてお
り，主に男性労働者たちが礼拝を行ったり，休憩場所として利用されている［小池2017］。しかし，女
性ケア労働者が集まる様子はあまり見られない。台湾人家庭で台湾人の時間軸に沿って労働に従事して
おり，礼拝やモスクで行われる活動に参加することは極めて難しい。

支援活動の中でも重要な比重を占めるのが，スマートフォンで閲覧可能なSNSアプリを用いたイス
ラーム勉強会である。イスラーム勉強会のSNSグループは参加者の社会経済的地位に即して多種多様
に存在するが，本研究が対象とするグループの利用者は女性が中心である。このグループは台湾人の家
庭でケア労働者として働く女性たちを中心に500名近くが加入している。ムスリムの女性たちは男性が
集まる場所に積極的に参加しない場合もある。SNSアプリを利用したイスラーム勉強会や礼拝は，家か
ら出てモスクに行くことができず，インドネシア人ムスリムの知り合いが身近にいなくても説教や礼拝
を聞くことができる有効な手段である。また，参加者全員は本名ではなく，そのSNSのアカウント名
を用いるため，事実上匿名で参加することが可能であり，自身の身元を知られる危険もない。自身もケ
ア労働者として働き，このSNSグループの管理に関わる女性は，長年ケア労働者として働いてきた経
験を生かして，雇用主とのトラブルを抱える他の女性たちの相談に乗っているという。このように問題
を抱えている労働者が労働相談を引き受ける体制もあり，イスラームとは直接関わらない機能も併せ
持っている。こうした実践は，ムスリムたちの間で，ケア労働者の精神的な孤立を防ぎ，「聞く」こと
を通じてイスラームにおける寛容さを教化するダアワとして認識されている可能性がある。これらを目
的に活動を展開しようとするムスリムたちの増加は，再生産労働のグローバル化に伴って，1990年代
以降のインドネシアにおけるイスラーム復興の流れが台湾に持ち込まれ，新たな社会活動が非イスラー
ム地域で展開される様子を示している。

4.　結論と今後の課題
イスラームとメディアとの関係を「説教を聞く」と言う行為を事例に研究してきたハーシュキント
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は，エジプトに暮らすムスリムたちがカセットテープに吹き込まれた説教を聞くことで，敬虔な感性を
構築する様子を記述し，彼らが実践する行為を「持ち運び可能な自己修養の技術」と言及した［Hirsch-
kind	2006:	67–104］。本研究の調査結果は，ハーシュキントの言及に整合的な可能性があり，台湾で再
生産労働のグローバル化とともに，イスラーム的なケアの実践がなされている可能性が指摘できる。

SNSでのイスラーム勉強会はともすれば信仰や礼拝実践が個人化しているとも解釈可能であるかもし
れない。しかし，重要なのは各個人が住み込み先から500名規模のグループにアクセスし共に礼拝や説
教を聞き，コーランを学び合う様子は，インターネット空間によって可能となる参加者相互の双方向的
な関係性の元に成り立つという点である。この点で，ケア労働者たちの実践はネットワーク化された個
人主義を可能とするデバイスを介して行われる極めて集団的な活動と言える。

しかし，本報告には多くの課題が残されている。これまで，このイスラーム活動を運営する人々を中
心に聞き取りを行い，活動の背景や運営方法について調査を行ってきた。今後の研究が見ていくべきな
のは活動に参加するケア労働者たち自身であり，彼女たちが関わる宗教活動の実態やその過程である。
今後は上記の活動に参加する女性たちを中心に，上述したイスラーム活動に参加する動機や仕事におけ
る雇用主との関係，台湾入国前後の生活などについて集中的な聞き取り調査を継続し，上記のような宗
教活動が展開される背景，彼女たちにとっての活動の意味を深く掘り下げて，明らかにしていきたい。
しかし，ケア労働者は休日がほとんどなく，事務所で行われるイベントに参加する女性も数限られてい
るのが現状である。対面でのインタビューを継続的に行う時間を確保するのが難しく，調査方法を柔軟
に検討する必要がある。また，その際に注意しなければならないのはメディアを介した宗教実践はイス
ラームに限ったことではなく，上述したような一般信徒たちによるグループを介したやりとりは他の宗
教でも見受けられることである［Hirschkind	2011:	18］。しかし，アーリ［2010＝2016］も指摘するよ
うに，デジタル技術が音声や言語を通じたコミュニケーションだけではなく，より多彩な実践が繰り広
げられる空間を構成する可能性を無視することはできないだろう。

5.　関連業績
今後実施予定
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